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論文内容の要旨
【目的】
近年、岨瞬をはじめとする顎口腔系機能運動が脳に及ぼす影響について様々な方法を用いて検討が行われている。
これまで、脳マッピング法を用いて顎口腔系機能運動時の脳賦活化領域が明らかにされてきたが、顎口腔系機能運動
によって生じた脳賦活化が、脳血流動態の変化、すなわち脳循環にどのような影響を及ぼすかについて検討した報告
は少ない。
そこで本研究は、経頭蓋超音波ドプラ法を用いて顎口腔系機能運動が脳循環に与える影響を明らかにすることを目
的として、顎口腔系機能運動時の脳循環を計測すると同時に、脳循環に影響を及ぼす体循環ならびに筋活動量を計測
し、これらの時間的変化および相互関係について検討を行った。また、顎口腔系機能運動時における作業側の規定が
脳循環の半球差(以下、大脳半球優位性)に与える影響ついて、さらにガム阻暢時の阻暢側および阻暢リズムの随意
的な制御が脳循環に及ぼす影響について検討を行った。
【方法ならびに結果】
実験 I ・顎口腔系機能運動時における脳循環、体循環、岐筋筋活動の時間的変化
被験者は、健常有歯顎者 12 名(男性 7 名、女性 5 名、平均年齢 26.6土 3.5 歳)とした。本研究では脳循環の指標と
して、経頭蓋超音波ドプラ装置を用いて左右側中大脳動脈血流速度を計測した。また、経皮血中ガスモニタを用いて
心拍数ならびに血中二酸化炭素分圧を計測し、体循環の指標として用いた。さらに、歯科用下顎運動計測器を用いて
岐筋筋活動を計測し、顎口腔顔面領域の筋運動量の指標として用いた。被験運動は、片側型バイトプレーン(右)装
着下で、作業側がすべて右側のクレンチング (45 秒間)とクッピング(1.0 Hz、 3 分間)、規定ガム岨鴫(1.0 Hz、
5 分間)とした。タスク前 (3 分間)、タスク中、タスク後 (5 分間)をそれぞれ連続して計測を行い、中大脳動脈
血流速度はタスク前の平均値を 100% とした変化率に、吹筋筋活動は最大クレンチング時の筋活動量を 100% とした
吹筋筋活動 (%MVC) に換算し、顎口腔系機能運動による各指標の時間的変化および相互関係について検討を行った。
その結果、クレンチング時および規定ガム阻瞬時は、タスク前と比較して中大脳動脈血流速度と心拍数の増加が認め
られ、脳循環および体循環が賦活化していることが示された。また、両タスク中は、作業側の岐筋筋活動が非作業側
より高い値を示した。タッピング時においては、各指標に有意な時間的変化を認めなかった。血中二酸化炭素分圧は、
全タスクにおいてほぼ一定の値を示した。
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実験 II. 顎口腔系機能運動時おける脳循環の大脳半球優位性
実験 I の被験者を対象に、まず作業側を規定した手指運動時(指タッピングおよびハンドグリップ、 5 分間)にお
いて、経頭蓋超音波ドプラ法を用いて計測した中大脳動脈血流速度に大脳半球優位性を反映し得るか否かについて検
討を行った。次に、実験 I と同様のクレンチング、タッピング、規定ガム岨唱(作業側は右側および左側)時におけ
る中大脳動脈血流速度を作業側間で比較することにより、顎口腔系機能運動時における大脳半球優位性の有無につい
て検討を行った。その結果、手指運動時は非作業側の中大脳動脈血流速度が作業側の中大脳動脈血流速度より高い値
を示し、大脳半球優位性が確認できたが、顎口腔系機能運動時においては、左右作業側聞に差は認められず、大脳半
球優位性は認められなかった。
実験llI.阻鴫側および阻暢リズムの随意的な制御が脳循環に及ぼす影響
被験者は、健常有歯顎者 25 名(男性 11 名、女性 14 名、平均年齢 27.3 ::t 4.0 歳)とした。自由ガム岨輔、阻鴫側
を規定したガム岨瞬、岨日爵側および岨鴨リズムを規定したガム岨輔の計 3 種類のガム岨唱を行い、岨H爵側および岨暢
リズムの随意的な制御が脳循環に与える影響について検討を行った。その結果、全タスクにおいて、タスク中は中大
脳動脈血流速度が高い値を維持し、タスク中の中大脳動脈血流速度には、タスク聞における差は認められなかった。
【考察ならびに結論】
様々な顎口腔系機能運動時の脳循環、体循環、日交筋筋活動を同時に計測した結果、約 80%MVC の等尺性筋収縮を
示したクレンチング時および約 30%MVC の等張性筋収縮を示した規定ガム阻鴫時において、脳循環と体循環が賦活
化していることが示された。一方、 10%MVC 以下の筋活動を示したタッピング時には、各指標における時間的変化
が認められなかった。このことから、顎口腔系機能運動時の脳循環動態は、筋活動の種類と強度によって異なり、全
身の循環応答を反映していることが示された。
また、作業側を規定した顎口腔系機能運動時における脳循環に、大脳半球優位性は確認できなかった。この原因と
して、顎口腔系機能運動は作業側を片側に規定しても運動に携わるキ且織と器官が両側性に活動することと、顎口腔系
機能運動に関与する組織や器官の支配神経や血管走行における解剖学的特徴が考えられた。
さらに、ガム阻瞬時における随意的な制御が脳循環に与える影響を検討した結果、いずれのタスクにおいてもガム
岨瞬時中は中大脳動脈血流速度が増加し、タスク聞の差が認められなかったことから、阻唱リズムおよび岨輔側の随
意的な制御の有無にかかわらず脳循環が賦活化する可能性が示唆された。
以上のことより、日常的な顎口腔系機能運動は脳循環を両側性に賦活化する可能性を有しており、特に阻鴫機能の
維持と回復は脳機能との関わりにおいても重要である可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、阻鴎運動が脳循環に及ぼす影響を明らかにすることを目的として、経頭蓋超音波ドプラ法により中大脳
動脈の血流速度を計測し、様々な顎口腔系機能運動時における脳循環の変化について検討を行った。
その結果、クレンチング・タッピング・ガム阻唱などの顎口腔系機能運動時において脳循環が時間的に変化し、特
に岨唱運動による脳循環は体循環とともに賦活化され、筋活動の種類や強度に影響されることが示された。また、手
指運動時の脳循環において非作業側の優位性がみられたのに対し、顎口腔系機能運動時の脳循環においては両側性に
賦活化されること、さらに岨鴫側や阻鴨リズムの随意的な制御の有無にもかかわらず、脳循環の允進が維持されるこ
とが示された。
以上のことから、本研究は阻鴫運動と脳循環の賦活化との有意な関連を示唆したものであり、博士(歯学)の学位
取得に値するものと認める。
